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議会運営委員会会議録 

 

令和７年３月６日 木曜日 

  午後２時１５分開議 

  午後３時０２分閉議（実時間３９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．付議案件について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  橋 本 貴 喜 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

 議会事務局長     小 野 高 信 君 

                             

○記録担当書記    中 川 紀 子 君 

           田 島 麗 子 君 

 

（午後２時１５分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、ただいま

から議会運営委員会を開会いたします。 

                              

◎付議案件について 

○委員長（増田一喜君） それではまず、１、

付議案件についてを議題とし、（１）委員会付

託の（イ）議案３６件について説明を求めま

す。 

○議会事務局長（小野高信君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議会

事務局小野でございます。 

 本会議終了後でですね、お疲れのところでは

ございますが、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１、付議案件の（１）委員会付託

（イ）の議案３６件について、すいませんが着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○議会事務局長（小野高信君） タブレット端

末の委員会付託表（議案）を御覧いただきたい

と思います。 

 今回、委員会への付託予定案件は、予算議案

１５件、事件議案７件、条例議案１４件の計３

６件でございます。 

 まず、令和２年７月豪雨に関する特別委員会

では、議案第７号関係分の予算議案１件、議案

第１８号の事件議案１件の計２件でございま

す。 

 次に、企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に

関する調査特別委員会では、議案第７号関係分

の予算議案１件でございます。 

 次に、建設環境委員会では、議案第３号関係

分、７号関係分、１７号の予算議案３件、議案

第１９号、２２号、２３号、２４号の事件議案

４件、議案第３１号、３２号、３３号、３４号

の条例議案４件の計１１件でございます。 

 次に、経済企業委員会では、議案第３号関係

分、７号関係分、１３号、１４号、１５号、１

６号の予算議案６件、議案第２０号の事件議案

１件の計７件でございます。 

 次に、文教福祉委員会では、議案第３号関係
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分、４号、５号、６号、７号関係分、８号、９

号、１０号、１２号の予算議案９件、議案第２

１号の事件議案１件、議案第３５号、３６号、

３７号、３８号の条例議案４件の計１４件でご

ざいます。 

 最後に、総務委員会では、議案第３号関係

分、７号関係分、１１号の予算議案３件、議案

第２５号、２６号、２７号、２８号、２９号、

３０号の条例議案６件の計９件でございます。 

 なお、議案第３号及び議案第７号について

は、次ページ以降にそれぞれの歳入の文言事項

及び歳出の款項目別の付託表を添付いたしてお

りますので、御覧いただきたいと思います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、議案３６件については、付託表の

とおり、審査を各特別委員会及び各常任委員会

に付託することといたしたいが、これに御異議

ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（ロ）請願・陳情について説明を求め

ます。 

○議会事務局長（小野高信君） 続きまして、

（ロ）の請願・陳情について御説明申し上げま

す。 

 タブレット端末の請願・陳情付託先審査用

（議会運営委員会用資料）を御覧ください。 

 定例会開会日翌日午後５時までに受理いたし

ましたのは、陳情１件でございます。 

 陳情第１号・八代市食肉センター跡地におけ

る「資料展示館（仮称）」の建設については、

吉本洋一氏から提出されたものでございまし

て、担当課は農林水産部農業振興課となってお

ります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま請願・陳情

について説明が終わりましたが、何か質疑はあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、委員会への付託はどのようにいた

しましょうか。 

○委員（大倉裕一君） 委員長腹案でお願いし

ます。 

○委員長（増田一喜君） 委員長腹案という声

が出ましたけれども、それでは、タブレット端

末の議会運営委員会用資料に基づき決定したい

と思います。 

 陳情第１号については、担当課が農林水産部

農業振興課ですので、経済企業委員会になろう

かと思いますが、この取扱いでよろしいでしょ

うか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、ただいま

御協議いただきましたとおり、本陳情１件につ

いては、経済企業委員会に付託をいたします。 

 次に、（２）市長追加提出予定議案３件につ

いて説明を求めます。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部田中でございます。よろしくお願いいた

します。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、タブレットの令和７年３月定例会

提出予定議案、一般質問最終日提出予定を御覧

ください。 

 ３月１０日月曜日、一般質問最終日に追加提

出を予定しております議案は、事件議案１件、

条例議案２件の合計３件でございます。 

 まず、事件議案の議案第３９号・契約の締結

については、（仮称）八代市新南部学校給食セ

ンター施設整備事業について、契約金額３６億
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９９３０万円で、松島建設グループと契約を締

結しようとするものでございます。 

 次に、条例議案について御説明をいたしま

す。 

 議案第４０号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例及び八代市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正については、本市職員の

仕事と生活の両立支援の拡充を図るため、超過

勤務に係る免除の対象範囲の拡大や仕事と介護

の両立支援制度に関する環境の整備について、

人事院規則に準じた改正を行うものでございま

す。 

 次の議案第４１号・八代市消防団員等公務災

害補償条例の一部改正については、非常勤消防

団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一

部改正に伴い、非常勤消防団員及び消防作業従

事者等に対する損害補償に係る補償基礎額等を

改定するに当たり、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 以上が３月１０日月曜日に追加提出を予定し

ております事件議案１件、条例議案２件の概要

でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質疑はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、市長追加

提出予定議案３件についての委員会付託につい

て協議いたします。 

 付託はいかがいたしましょうか。 

○委員（大倉裕一君） 委員会付託でお願いし

ます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） お諮りいたします。 

 市長追加提出予定議案３件については、委員

会付託にすることに御異議はありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 タブレット端末の委員会付託表（追加議案）

を御覧ください。 

 それでは、委員会の付託先について説明を求

めます。 

○議会事務局長（小野高信君） それでは、市

長追加提出予定議案３件の委員会の付託先につ

いて御説明いたします。 

 タブレット端末に配付しました委員会付託表

（追加議案）を御覧いただきたいと思います。 

 まず、文教福祉委員会では、議案第３９号の

事件議案１件でございます。 

 次に、総務委員会では、議案第４０号、４１

号の条例議案２件でございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質疑はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、追加議案

３件については、タブレット端末の付託表のと

おり、その審査を各常任委員会に付託すること

といたしたいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ここで執行部は御退席ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（増田一喜君） 次に、（３）その他

の（イ）八代市議会の個人情報の保護に関する

条例の一部を改正する条例案について説明を求

めます。 

○議会事務局長（小野高信君） それでは、

（３）その他の（イ）八代市議会の個人情報の

保護に関する条例の一部を改正する条例案につ

いて御説明申し上げます。 

 資料はタブレット端末に格納してございます

八代市議会の個人情報の保護に関する条例の一
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部を改正する条例案及び八代市議会の個人情報

の保護に関する条例新旧対照表でございます。 

 改正の趣旨としましては、情報通信技術の活

用による行政手続等に係る関係者の利便性の向

上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた

めのデジタル社会形成基本法等の一部を改正す

る法律（令和６年法律第４６号）の施行によ

り、行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律が一部改正され

たことに伴う引用条項の整理等を行うに当た

り、所要の改正を行うものでございます。 

 改正の内容でございますが、八代市議会の個

人情報の保護に関する条例新旧対照表の１ペー

ジ目、第２条第１０項を御覧ください。 

 行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の第２条に新たに

第８項が新設されますことから、以下の項番号

が順次繰下げとなることに伴い、第２条第８項

を改正案では、第２条第９項としております。 

 施行期日につきましては、八代市議会の個人

情報の保護に関する条例の一部を改正する条例

案の附則を御覧ください。 

 施行期日は、行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律の施

行日である令和７年４月１日といたしておりま

す。 

 今回の主な改正点は以上でございますが、合

わせまして、一部条項の字句の整理を行う予定

としております。 

 なお、同条例は、令和６年１２月定例会にお

いて、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴

い一部改正を行ったところでございますが、こ

のたび政令において、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の一部改正の施行期日が令和７年４月１日と

定められましたことから、施行期日までに改正

を行うべく、今回の３月定例会での改正を行う

ものでございます。 

 以上が本条例改正の内容でございますが、こ

の改正案につきましては、本定例会の最終日で

ある３月１９日に議員発議をお願いしたいと考

えております。よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明がござ

いましたが、何かございませんか。ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、お諮りい

たします。 

 ただいま説明のとおり、八代市議会の個人情

報の保護に関する条例の一部を改正する条例案

については、本定例会最終日に本委員会のメン

バーで議員発議したいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、本発議案についての趣旨弁明はど

なたにいたしましょうか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長にお願いしま

す。 

○委員長（増田一喜君） 委員長ということで

ございます。 

 それでは、議運の委員長という御指名でござ

いますが、それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、私、委員

長とのことで御指名をいただきましたので、そ

のように決しました。 

 なお、案文につきましては、事務局と整文等

の調整をすることとし、後日、発議の手続を取

らせていただきますので、御了承願いたいと思

います。 

                              

◎その他 

○委員長（増田一喜君） 次に、２、その他の
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（１）新年度の委員会視察旅費の前期・後期の

振り分けについて説明を求めます。 

○議会事務局長（小野高信君） 新年度の委員

会視察旅費につきまして御説明いたします。 

 新年度の予算執行につきましては、当初予算

議決後になりますが、今年は改選期となります

ので、令和７年度途中において新しい委員会構

成となります。 

 本来であれば、新年度になりまして御協議を

お願いするのが適切かとは思いますが、委員会

によっては、新年度早々に行政視察を計画され

る委員会もあるかと思われますので、令和７年

度予算の視察旅費の取扱いを御協議いただきた

いと思います。 

 参考までに、常任委員会は１人当たり１５万

円、議会運営委員会は１人当たり１０万円の予

算を計上いたしております。 

 なお、これまでの改正年度におきましては、

常任委員会は前期、後期に分けて各７万５００

０円を活用した視察を実施され、議会運営委員

会は改選後の後期において視察を実施されてお

ります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） それでは、本件につ

いて御協議いただきたいと思います。 

 本件について御意見等はございませんでしょ

うか。何かありませんか。 

 先ほどの説明でよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、お諮りい

たします。 

 常任委員会旅費については、委員１人当たり

前期７万５０００円、後期７万５０００円。議

会運営委員会旅費については、前期はなし、後

期で１０万円として執行することに御異議あり

ませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（２）陳情書の取扱いについて、御協

議をいただきたいと思います。 

 本件につきましては、２月１２日の本委員会

におきまして、本日協議することとし、陳情の

取扱いの基準案などを提出いただくことにして

おりましたが、提出された資料について、書記

に配付いたさせます。 

（書記、資料配付） 

○委員長（増田一喜君） それでは、配付が終

わったようです。 

 それでは、提出されました資料について、提

出者から説明をお願いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） いや、委員長、これ

は１回読まれたりはされない。もう、いきなり

言っていいんですかね。書記の…… 

○委員長（増田一喜君） もう目、通したか

な。まずは説明してもらえば。それと一緒に読

まれると思いますので、結構です。 

○委員（成松由紀夫君） 陳情書の取扱い基準

の部分で議長より諮問がありまして、せんだっ

ての議運の視察で文京区、墨田区、相模原市と

それぞれ勉強してきたわけですが、その調査の

中で、自民党３会派で話し合った結果、本市の

現状に一番近いものであるのは相模原市という

ことで意見がまとまりまして、その取扱い基準

を基に、本市の現状にも照らし合わせながら本

案を作成したところでございます。 

 市内の者から提出された陳情書については、

これまでと同様に取扱いを明文化しておるとこ

ろでありますが、市外の者から提出された陳情

書については、新たな基準を設けたということ

でありまして、それが大項目２の、市外の者か

ら提出された陳情書（郵送、持参を問わない）

については、所管の常任委員会へその写しを配

付すると。 

 なお、その内容が大項目１の（１）から（１

２）までに該当する場合は、その配付について
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議運で、また協議、決定ということになろうか

と思います。 

 そういった一応内容でございますが、大きく

変化するようなところではなく、市外の者の陳

情書の取扱いというところに新たな取扱い基準

を設けたというところでございますので、皆様

方には御理解をいただきたいというふうに思い

ます。 

 私からは以上です。 

○委員長（増田一喜君） それでは、一応大ざ

っぱに説明いただきましたけれども、書記のほ

うにこの全文を読まさせますので、よろしくお

願いします。 

○記録担当書記（中川紀子君） 着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○記録担当書記（中川紀子君） この基準は、

八代市議会会議規則第１４５条に規定する陳情

書の処理に関し、必要な事項を定めたものとす

る。 

 １、市内の者から提出された陳情書のうち、

その内容が次の項目のいずれかに該当すると議

長が認めたものは、議会運営委員会においてそ

の取扱いを協議する。 

 （１）法令違反又は公序良俗に反する恐れの

ある行為を求めるもの。 

 （２）個人、団体等の名誉を毀損し、又は信

用を失墜させるおそれのあるもの。 

 （３）個人の秘密を暴露するもの。 

 （４）基本的人権を否定するもの。 

 （５）係争中の裁判事件や判決の変更を求め

るもの。（司法権の独立を侵害するもの） 

 （６）極めて個人的な事案又は私人間のみで

解決すべき問題と考えられるもの。 

 （７）市職員に対する懲戒その他の処分を求

めるもの。（長の人事権に関与するもの） 

 （８）市の事務に関係のない事項であるも

の。（公益に関する事件について意見書の提出

を求めるものを除く） 

 （９）外交に関する問題など議会の権限に属

さない事項であるもの。 

 （１０）採択、不採択等の議決等のあった請

願または陳情と同一趣旨のもので、その後の状

況に特段の変化がないと認められるもの。 

 （１１）趣旨又は願意が不明確で判然としな

いもの。 

 （１２）その他、議長が議会の審査になじま

ないと認めるもの。 

 ２、市外の者から提出された陳情書（郵送、

持参を問わない）については、所管の常任委員

会へその写しを配付する。なお、その内容が上

記の項目に該当する場合は、その配付につい

て、議会運営委員会において決定する。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ただいま説明が終わ

りました。御意見等はありませんですか。 

○委員（山本幸廣君） 成松委員からも３会派

でのですね、基準の見直し等についての案が、

説明がなされました。 

 同時に事務局からもですね、説明がありまし

た中で、私たちの会派としてはですね、現行ど

おりにということでこう、会派としては決めた

わけでありますが、自民党さん会派から出まし

たので、（１）から（１２）まで、その項目に

よってですね、文言等についても確認をさせて

いただき、持ち帰りをさせていただきたいと思

いますが、いかがですかね。 

○委員長（増田一喜君） ほかに。大倉委員は

いかがですか。 

○委員（大倉裕一君） うちの会派も持ち帰り

させていただければと思います。 

○委員（橋本幸一君） 補足ですが、結局、こ

の市外からの人については、陳情は文書配付っ

てあるんですが、議員に申込めば請願という一

つの方法もあって、そこでできるものだけんで

すね、重要な件については。 
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 そこもこう十分認識の上で、全てシャットア

ウトちゅうわけじゃなくてですね。その辺もち

ゃんと頭の中に入れて説明していただきたいな

と、私はお願いしときたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） 今、持ち帰りちゅう

意見が出ていますので。ほかにはないですか

ね。もうここで決めるとかなんとかちゅう意見

は。そういうのはないですね。 

 じゃあ今、持ち帰りという御意見がありまし

たので、一旦持ち帰っていただき、再度その結

果を持ち寄り、協議することとしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、次回の議会運営委員会の日程につ

いて協議をいたしたいと思います。 

 小会いたします。 

（午後２時４２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５０分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、次回の議会運営委員会は、３月１

１日火曜日１３時に開催いたしたいと思います

が、御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 そのほかに何かありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） これはそれぞれまた

持ち帰ってお話をしていただきたいなというふ

うに思うのがですね、やっぱ最近の一般質問見

とる中で、根拠的な部分がですよ、げなげな話

というか、だろうだろう話というか、フェイク

ニュースも含めたような根拠で質問をしていい

のかというそもそも論もですね、しっかりもう

１回考えていくべきじゃないかなというのも思

うんですよ。 

 これはもう本来良識の話なのであえて本来言

う必要はなかところもあっとですけども、今日

あたりでも聞いとればですね、やっぱり八代で

こういろいろイベント的なことであったり、そ

の大会であったり、いろんなことをしていただ

いている良心的な方の話を、一方的な決めつけ

とか捉まえ方でいろんな話をしていくと、今

後、八代市と交流とか交流事業であったりいろ

んなことをすることにも悪影響を及ぼしかねん

かなということがあります。 

 悪意を持ってよそから合宿に来られたりと

か、何かそういうことということはまずあり得

んし、スポーツ団体あたりの人たちが気持ちで

ですね、交流を、しかも今日答弁の中には平成

２７年からなんていう話になっているんです

が、実際はもう平成１９年からの交流があるよ

うなスポーツ団体とか競技者、そういう人たち

等のことを、何かあたかも何か悪いことをして

いるかのような、そしてまた、今日も、なんで

すかね協定結んでいる事業者さんとも、仮にあ

れを質問の内容どおり何か契約事項があって、

そういうこういろんな利権的なものが生まれて

いるならともかく、そういう契約もございませ

んという中で、あの事業者さんは空手のイベン

トあたりもＫ１であったりとか、そういうこと

もやられている中で、八代市に企業進出の意味

合い、道場を造られたりとか、そういうことも

あるわけですよね。 

 それがあまりにも一方的な見方の第三者の何

かしらが入っているのか入れ知恵が入っている

のか知らんとですが、やっぱそういう大会であ

ったり、そういうイベントを執行部が一生懸命

一つの大会を持ってくるのでも大変、合宿誘致

でも何でも大変。 

 で今大学のインカレもある中でソフトボール

云々、いろんな競技団体それぞれにバランスよ

く配慮していかんと、もうバスケットはじゃあ

もういかんで、バドミントンだろうがというよ
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うなこともあまりちょっとこう言い過ぎている

ような、バランス感覚をちょっと欠いているよ

うなことが見受けられるところもあるとですよ

ね。 

 そういうことを言うなら、もうほんなこつ大

会一つでも持ってくるとイベントば、そら大変

ですよ。執行部にしても、それぞれ競技団体の

こともやられている議員さんだったり、競技団

体だけじゃなくて音楽、文化、いろんなことも

活動されていると思いますが、そういった中

で、少し質問の部分の根拠的なことはしっかり

したところで話をしていかないと、これが八代

にマイナスにならないようなことを考えんと、

もうあそこはこう議会で一つ一つ取り上げられ

てもう寄ってつかんということでですね、なる

とを心配します。 

 いろんなもう競技団体にしても何にしても、

あそこはもう議会がすぐ一般質問でいろいろ言

われるんでとか、協定結んでいる企業さんもで

すね、もう八代と協定結んだらすぐ、議会に取

り上げられて、それが動画に連動されて、いろ

いろいじられるっけんもう八代にゃあ行きみゃ

あばいって、そういうことにならんように、そ

ういったところは各会派でそれぞれ一旦話し合

っていただきたいなというのが委員長、私から

の提案なんですけれども、今日決してどうのこ

うのっちゅうことじゃなくて、やっぱそもそも

論をもう少しみんな一般質問の原点には立ち返

って八代市がもうちょっと潤うような、建設的

なことをやるべきじゃないかということをちょ

っと提案しておきます。 

○委員長（増田一喜君） たしか議員のあれは

何だったっけ。規則じゃないけど、あれを書い

てあるのは、議員、議員の（委員山本幸廣君

「今、成松委員からお願いがあった」と呼ぶ）

それを読んでいただければですね。（委員成松

由紀夫君「意味わかっでしょ」と呼ぶ）（委員

山本幸廣君「聞いたけんでけから、今分かるけ

んでから。本会議終わったけん、ほら」と呼ぶ） 

 だけん、これまでもそうだったんですが、大

体一般質問、議場での一般質問とか委員会での

質問とかいうのは、行政の施策とかそういうこ

とに関しての質問であって、お互い議員のこと

についての云々っちゅうのは今までないはずな

んですよ。大体それをしないような方向でやっ

てきたんですよね。 

 施策についてのみ、一般質問の時間とか、委

員会での質問時間とかいうのはそういうふうに

して取ってあるんですよね。だから別、あれが

別なんですよ。その話を、各個人のことをこう

指摘していく、それを取り上げ非難するとか、

あるいは申し上げるとかそういう話は別枠のと

ころでされることであって、議場で議論の一般

質問の際にすることではないし、委員会の審議

中にすることでもないんですね。 

 これはもう議員になったら、最初に、それは

気をつけることになっていると思うんですけど

ね。やっぱり、その規則を読んでいただきたい

なと思いますので、その点、代表者の方はもう

一遍帰って、皆さんにお伝えしていただければ

と思います。（委員山本幸廣君「分かりました」

と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 議長経験者、もう、

５人も６人もおんなっけんですね、今委員長が

言われたのは理解していただけると思うとです

けど、やっぱここら辺をきっちりしとかんと、

今定例会でも企業誘致とかの質問が出とる中

で、仮にですよ、仮にやっぱり政策論争はよか

っです。政策論争はよかけども、こういう議論

の中で、企業進出したい、八代にどうにか企業

誘致の中に入り込むような企業さんが、断念し

たり、企業進出がですね、中止になったりした

ときは責任取れるのかというところもやっぱし

各会派に帰って、話をしていただきたいと思い

ます。 

 それだけ一般質問というものは重いわけです
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ので、特に山本委員、２回も議長経験のあんな

っけん、よう分かんとんなっでしょうけど、そ

この重さば原点に立ち返ってせんと、企業進出

１個でも止まった場合、誰が責任取っとかとい

う話はぜひしとっていただきたい。 

○委員（山本幸廣君） 成松委員、今言われる

とおりの中でね、やっぱし一般質問というの

は、一般質問というのは、どういう質問である

かということですよ。一般質問は分からんけん

でから質問すっとだもん。質疑、討論だろう

が。一般質問は分からんけんでから、分からん

もんを正すわけだけんでから。 

 政策の中で、今言われたのは、はっきり言っ

てから、もうお願いだけんでから、会派で。 

○委員（橋本幸一君） 疑惑のあるって、しっ

かりしたやっぱり根拠の下で言うてもらわん

と。 

 前回も私は野﨑議員に言うたばってんが、や

っぱりうちの自民党で四、五人ばっかり、庁舎

問題、ごみ焼却場の問題、疑惑の議員がおっと

か。よかですか、言うて。（｢言うてよかよ」

と呼ぶ者あり）疑惑の議員、（｢本会中」「本

会中、本会中だけん」と呼ぶ者あり） 

 疑惑の議員がおっというのは、これはもうゆ

ゆしき問題であって、だけんこういうのはやっ

ぱもう百条委員会の対象なるって。そういうこ

とを出すこと自体がもうちょっとしっかりした

根拠言うてもらわんといかんちゅうことで、野

﨑議員に私は言ったところが、代表者会でそれ

は言うてくれて言って逃げたんですが、そこは

やっぱりしっかりですよ、これは間違いじゃな

かって言うとっとは、私が思うとは、どげんお

思いになんですか。そやんでしょう。もし逆に

そういうこと言われたらです。 

○委員（大倉裕一君） 本人はそうつかんで言

うとろうけん。 

○委員（橋本幸一君） 本人がつかんとなら、

それをちゃんとこっちに情報ば言うてくれんか

いって。（委員大倉裕一君「そういう意見があ

った（聴取不能）」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） 今、本会ですので。 

○委員（中村和美君） 今、議運の委員長が言

ったとおりで、私は粛々と、委員長として、そ

のように注意して一般質問をやってくれという

議運委員長の言う、私は、命令はおかしいけ

ど、考えで私はいいと思います。 

○委員（成松由紀夫君） だけん今、橋本委員

が言いなったとの途中だったんですけど、疑惑

のあっどが疑惑のあっどが、いや本人は裏取っ

とっとじゃないですかって。 

 でも、それが証明されんかったら、ね、係争

にでも何でもなるわけで、裏取っとるとか裏取

っとらんということじゃなくて、疑惑だろ疑念

だろという言い方でやるのはどうですかという

話だけん。不倫しとるとかなんだろうがって、

何、しゃんとしとらんていう話も、疑惑だろう

が疑惑だろうがという話で執行部は問いただし

ても、山本議員が言いなっごつ、前議長が言い

なっごつですね、分からんけん聞きよるなら分

かっとですよ。だけど、疑惑疑惑みたいな、そ

こは行き過ぎだから、みんな会派の中で、帰っ

て話合いば少ししとかんと、企業誘致だった

り、第三者であったり、いろんなことがこれか

ら八代が駅前の話ば市長が今されているわけじ

ゃないですか。そこに悪影響は及ぼさないよう

に、企業、民間、そういうことにはしていかん

と、げなげな話で、こやん疑惑だろうがこやん

疑惑だろうがて、それはやっぱり原点に立ち返

って、頭冷やしてやっぱり質問なんかもしてい

かんといかんとじゃないんですかということ

ば、各会派でということなんですよ。そこは理

解してください。 

○委員（山本幸廣君） 今回、野﨑委員の今そ

の話出とるわけですけれども、これはお互い

に、これからもう与党も野党もなしにな、やっ

ぱしは市長が言いよったような形の中で、企業
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誘致だから、それがストップになるとか、そう

いうのもあるかもしれないけども、ならないよ

うにしていかないかんということだけんで、

（委員成松由紀夫君「そうそう、与野党でね、

一致して」と呼ぶ）議運の委員長が言ったよう

に、持ち帰ってから、それははっきり言ってか

ら会派でいろいろと検討させてください。 

 一般質問の在り方も。 

○委員（成松由紀夫君） 今、山本委員が言い

なるごつ、もうやっぱ八代市が今百年に一度と

言われよるときには、本来なら与野党を超えて

一致して、やろうやというやっぱこが理想です

よ。だけん、そこをやっぱりやっていかんとい

かんときに、こやんげなだろうがあぎゃんげな

だろうがみたいな揚げ足とるような話じゃなく

て、（委員山本幸廣君「げなにならんごつしま

しょう」と呼ぶ）げなにならんごつして、やっ

ぱりちょっとやっぱり襟正してやっていきまし

ょう、そういうことです。（委員山本幸廣君

「そういうこと。議事進行してください」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ということで、やっ

ぱり議員たるもの、確固たる自分のですね、規

律を守ってやっぱり臨んでいただきたいなと思

いますので、その点はよろしくお願いいたしま

す。（委員成松由紀夫君「お願いします」と呼

ぶ） 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で本

日の議会運営委員会を閉会いたします。 

（午後３時０２分 閉会） 
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